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TACHINOKI 公演 


シアター「2 +1 」の場合 



ほとんどの立川人は、その名さ 
え知らないであろぅ“柴崎町に劇 
団「2+ 丨」 がある，いや、あつ 
た， 丨 97$年から芙に十二年 K 
もの閘'<ム演を絞けてきたこの小 
g 団だが、ついに TACH 丨 No 
K U 時がきた"だが，劇 a の活動 
• U 二 ^ t A f etflt る - どい - r -今 淳. 
こそ、彼らを i & かく迎えたい。 
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3月10日日 

第10回立川 

マラソン 

開催 

会遣: a 茁昭和記念公園 

<ば 


正月を W # といい、二 
H には^#がめり•寒い 
なかにも#を求めてき i 
したが、雛まつりを迎ぇ 
れば、もぅ大1*夫、本物 
の#です • 

境内の眩 I い光!:あた 
つてみてください。 

■ 33¢ 3 Hl 5 tn 幽 

午後2時丨4時 


■狎本 ft 、* 如 {.' K 物館をはじめと 
して映画など碰りだくさんの坰意 
がしてございます。 

■立川市 K <成人)1:限らせて項き 
ます* 

■お申し込み 
は r えくてび 

. 

ニオン」{本法 
を手漉してく 
れた人》へ • 


第44回市民职伝 

31 チ—厶爽やか快走！ 



rtr 民体 fr 大 
会の 一 ffltl 
て • 1月27日 
< H ) 伝» 
ttJ が多摩川 
2 1 地運 ！ i .! l 場に 
て： t われた** 
会場には肌 
寒い風がわた 

小室さん(柴丁目)が 

朝日俳檀賞 

W 無事で•卜山かなひし吹重明れ 

これが第し间朝口俳增賞(:輝いた 
一句で*る。小宰£香 <本名 •* 
子)さんはご»父が俳人であつた 
ことから、自然に£ヒ五が身につ 
いてきたとお -0 しやる。 

本格：£にはじめたのは8年ほど 
削から。そ I て現在では、門戸の 
狹いといわれる『ホトトギ XJ 同 

— さよなら | 

101系電車 

あらゆ&分 
野で<4術革新 
が進むなか • 

JR の半輛も 
例外で it なく 
去る 1 H 20 H 
南武榇から1 
ol ® 申 Mi が 


つていたが•走るには fi ® の n«I 
となつた。いよいよスタート ••«• 
町内体宵会 H チーム•少年10チ— 
ム、；5：抗外10チームが冬の炙 ft 川 
の風をかき分け力走 e ® 去の ： Htt 
*に培われた离士0?町体脊会が再び 
肽びを手にし、2{*にれ * 町3位 
に西砂川町と校いた。また • 2 n 
16H には総合発表があ o * 富士兄、 
砂川，矜舐と紱き*钵を衣された。 




この H を ft 後1:姿を消した◊当日 
はマニアがカメラを片手 UIIJK 線 
ホ—ム1:爱' その姿をフィルム 
に収めていた。101型は昭和32 
年から^^斑に e 埸 I て高加速、 
麻減速で.*紜時 m を短褊，当時の 
ラッシュ樣和への#献には大きい 
ものがあつたという。また，オレ 
ンジ•バ—ミリオンの明るい色彩 
が人 51 をよんでいた申網で、線路 
から消ぇるのが饿しまれてぃた。 



よく「立川文 ft 」 とい•フ涔葉を 
耳に十るし， A 分でも’-ムっている 
ことがおおい ◊ その寞 ffi は何なの 
だろうか ▼ シアター「 2 十 1J が 
柴崎町にあるということは、本 a: 
拥刊 £4 時から知っていた。収材と 
は別に嵌 W に行つたこあ气 
刺 WJ の ft 神風太さんは「ベストヶ 
川人 •« 」にご登埸いただいた。 
ある日， ra 蘇を待っていたのだが 
なかなか苺が！ E かない。客席には 
私の他に二人しかいない。つま〇、 
総势，こ名の観客をもって•やがて 
森は開いた。 ► 花のパリ—でも味 
わったこ t がある。私はその小刺 
垛へ誘われて行ったが • 開蘇 RI1 晬 
1 :なつても われわれ 二入だけ•そ 
の内 1: 掛りの入が 一.$;: やってき 
て，ご K のように今夕は ft 方がた 
L かおみえにならないので，篠を 
W1U るわけに U いき i せん t いラ。 
► これと同様の場 - IM が 「2 + 1 」 
にも幾 ®: t あったことであろう。 
つらかった n 々があったことであ 
ろう。だが、铒台の魅乃にとりつ 
かれた入は*そう簡単に足を洗え 
る t のではない • lnjg がある。造 
杉がある。色彩がある ◊ S がある 0 
梅合といラか • 総八 rl 芸術のバラン 
スの h<:ft っている舞台の魅.；：：か 
• ら離れるこ t は難しい•瓶る 1111 も 
勿遍同様である。「 2 卜 1J は .* 
te ^^ ts^'^TACHINOKI 
になつたが、その TACH1NO 
K1 公演が明るかったのが、なに 
よりであった ▼ おぼろ 4 を tt く 
ラつせ n えくてびあん。 
♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦ 
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まだ水の流れが透 
叫だったころ•人の 
災いを戡人形に託し 
流した、速い日のあ 
る^ s / n 時とともに 
形も，祝いかたも$ 
化してきた。しかし， 
親が子を思い J ! i む温 
かさは，不突の典の 
ょぅであります•吉岡ひろさん t 
また，その llfii を多いに持ちあわ 
せた彫刻家(錦町1丁 Drl おか 
あさん j と越されたこの作品、い 
やこの作品を^めて多くのものは、 
身近1:触れる人物たちがそチーフ 
とな-〇て生れてきている。作家活 
« i / 即生活とい'•たょぅに体のも 
のになつて出てくる表現，形はと 
ても，ホット•である0 
仙台出身の^朝盛帥に手とり足 
とりさ n ながら•その心と技の基 
礎を^んだ◊その後、！ S からの緣 
あって彫胡の SI 界では一涑といわ 
れる木内克氏に出会い師事する。 

『個性を生かす」「馬典にせず味 
£する」を学んだ。よい心はよい 
形と I て表われるようである◊ま 
た • 3 A 1 日〜10日まで.公技 
館 1 F で® K も|«かれる。 
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こ*^ s ^ ai : 
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かな w 域へ•そして韦 


へ立) n 人の熱い. 31 J い 



• vt 川の 2 n は文化 
に衫られて姶まつた。 
「*9 N « 町文化祭」 
は、舞袖 • S 衆など 
芸能部門が 2 H 1 IH ， 
立川 ^ L 会^ PIr ホ — 
ルで•作品®は In 
か4 3 H 問*ウィル 
9 PS ウィルホ f ルに 

て、それぞれ fr なわ 
れ、ふだん地域のサ 
丨クルなどで K を^ 
いている人たちが多 
数#加、成*:の桿を 
発表した。 

作品 W には絵！：あ 

り*^あり•やきも 


のあり•手工芸 can から盆栽まで， 

実<:多楗多衫な怍3 ( IU が2 8 〇点も 
ズラリ.常<:そろつたところは一 
棰壮 K でぁる。 

「1"!を.®ねるごとに•数だけで 
なく、レべルも S 5 くなつているのが 
よくわかります」 trM ] 文化会本務 
or 技の帝除栄•さんが語るように • 
ナルホド、力作ぞろい • 

S ? 町は駅1:近いため、冉闲発の 
波を受けて昔から tt / t でいた人が 
しだいに少なくなつてきている地 
域である。「で寸から，どう L て 
ら人と人とのつながりが薄くな〇 
がちなんですね" tt 人どう L のふ 
れあいの場を、と思つて • A んな 
でやつてきた.択なんです◊それ<: 
* 川を义化の香り高い街にしたい 
ですからね J 。 

背原さ4の声は次第 1 :熱 3a を徘 
びてくる。会場に深ラ何ともいえ 
ない居心地のよさ*その理由がの 
みこめたような^がした* 

きたる 3 n 9 •10日には，立川 
市全12町合同の「立川市地域文化 
会フ HX ティバル」•作品®が同 
じくウイルホ—ルで M 催される- 
地域から市へ、文化の香り1:の 
つて、人と人とのふれあいの輪が 
地味ながら L つかりと広がってい 
るようだ。 

ただ*关4を求めるだけではな 
い，こうした街への想いを養分に 

L て•いつか立川ならではの文化 

の花が杏〇高く咲くに逢ぃなぃ。 



明治22年に*法が発布された時 

に•立川にどれくらい力があつた 

のかなと思<>て期べてみま I たら 

立川には17人•砂川には10入運挙 


惟があつたんですね=|一•多牵全泳 
で 一 iio 〇«くらいだそぅです。 

<-* 客^からは)村野さん、 fi 坂さ 
ん、森久保さんの3人が代猥十に 
迸ばれてますですね"みんな a 山 
党の::多摩での実力者でしたから 
ね。その名剌を待 c ていけば一こ炙 

摩の住人はみんな魷哦できたとい 

う時代だつたそうです。 

この is ^ の時•実 •¥ の父親なん 


答1 

1 .-▼ 
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漢字 I 字揷入せよ 

浮世の • 楽は 

壁ひとえ 

実のなる木は 

癱から違う 


か什込み«:を待つて歩いたそうで 
ずいぶんこわい話 G あったょうで 
す。恐ろしくなつて r 選学®勤は 
こりた」 t 3 つてましたですね。 

立川に新 L い名字が增ぇたのは 
affl 戦争の時なんですね。丧 93 U 
敢兵されませんから， Z 男、四 H の 

いる家は次 , «でも分.¥1:出したい 

识です^。そ n で相^人のいない 

家の名」 T を H つて分家させた 

て掛只を逃れたという as * がありま 

して' まあそんな 1 A にして名字が 

增えたんだそうでございます。 

立川«で改修ェ¥か何かぁりま 

した時、うちが忖に二百两貸1た 

という#瓶があるんですけど，返 


してもらつていれば無いはずの# 
すから' 今あるといぅことは 
i だ H に..百 rtBr したまんまのよ 
ぅでございまナね。(笑) 

(小川良さんの*演会 r * 川の思 
い出括*れこれ」より) 














































































